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研
究
発
表
要
旨

日
本
聖
公
会
の
入
王
子
復
活
教

会
と
仙
台
基
督
教
会
に
お
け
る

戦
災
で
残
っ
た
基
礎
等
利
用
で

の
設
計
手
法

建
築
家
元
田
稔
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
会
建
築

は
じ
め
に

川
　
島
　
洋

　
　
　
ぬ
よ

　
本
研
究
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
六
十
二
年
ま
で
建
築
活
動
を
展

開
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
建
築
家
で
も
あ
っ
た
「
故
元
田
稔
」

に
つ
い
て
、
残
さ
れ
た
建
築
作
品
中
五
十
幻
覚
と
い
う
多
く
の
教

会
建
築
を
設
計
し
た
活
動
経
過
に
注
目
し
、
そ
の
設
計
手
法
と
人

物
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
が
目
的
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
太
平
洋
戦
争
で
基
礎
等
を
残
し
て
焼
失
し
た
会
堂
建

築
復
興
と
し
て
、
元
田
が
昭
和
三
十
年
代
に
関
与
し
た
「
国
本
聖

公
会
（
以
下
聖
公
会
略
）
入
王
子
復
活
教
会
」
を
対
象
と
し
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
　
　

様
な
変
遷
を
し
た
既
報
「
同
仙
台
基
督
教
会
」
の
教
会
建
築
と
比

較
し
な
が
ら
、
そ
の
設
計
手
法
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

肇

聖
公
会
八
王
子
復
活
教
会
の
伝
道
活
動
と

　
　
へ
だ
ヨ
　

教
会
建
築

　
　
　
一
・
1
　
伝
道
活
動

　
［
初
期
伝
道
と
教
会
成
立
］
　
明
治
初
期
多
摩
郡
の
中
心
地
で

あ
っ
た
入
王
子
で
は
同
十
一
年
殿
本
基
督
公
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
同
十
六
年
に
は
正
教
会
等
五
派
の
講
義
所
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
八
王
子
復
活
教
会
の
講
義
所
は
同
四
十
一
年
に
設
置
、
同
四

十
三
年
日
曜
学
校
開
校
、
教
役
者
館
完
成
、
五
日
市
町
伝
道
等
発

展
し
、
大
正
初
期
に
は
八
王
子
幼
児
園
（
同
八
年
幼
稚
園
）
に
も

関
与
し
た
。
同
四
年
に
は
八
王
子
復
活
教
会
と
改
称
し
て
准
教
会

組
織
認
可
の
教
会
と
な
り
同
七
年
自
給
を
目
指
し
た
。
こ
の
頃
元

田
の
父
作
之
進
は
二
度
当
教
会
を
訪
ね
て
い
た
。
こ
の
間
講
義
所

は
移
転
を
繰
り
返
し
同
六
年
目
ら
教
会
建
築
に
取
り
組
み
、
昭
和

二
年
頃
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
初
期
会
堂
が
完
成
し
た
。
し
か
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し
戦
時
中
に
宗
教
活
動
も
制
限
を
受
け
、
宗
教
団
体
法
（
同
十
六

年
）
に
よ
り
聖
公
会
も
日
本
基
督
教
団
に
所
属
し
て
単
立
教
会
と

り
、
同
二
十
年
八
月
の
八
王
子
空
襲
に
よ
り
初
期
会
堂
は
焼
失
し

た
。　

［
戦
後
の
伝
道
］
　
戦
後
法
案
廃
止
で
現
名
称
に
も
ど
り
会
堂
復

興
の
機
会
を
待
っ
た
。
戦
後
す
ぐ
に
バ
ラ
ッ
ク
の
仮
会
堂
を
建
て

（
翌
年
増
築
）
、
幼
稚
園
園
禽
兼
会
堂
を
昭
和
二
十
五
年
に
建
築
し

（
前
会
堂
）
、
そ
の
後
初
期
会
堂
の
復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
、
元

田
稔
に
よ
り
計
画
案
が
練
ら
れ
て
同
三
十
八
年
に
現
会
堂
が
完
成

し
た
。

　
　
　
一
。
2
教
会
建
築
の
変
遷

　
［
講
義
所
］
　
明
治
よ
り
信
徒
宅
、
借
家
等
を
使
用
し
、
大
正
九
～

昭
和
初
期
に
か
け
て
は
木
造
平
家
建
て
の
会
堂
で
あ
っ
た
と
推
定
。

　
［
初
期
会
堂
］
　
講
義
所
の
固
定
化
が
急
務
で
あ
り
大
正
六
年
以

降
具
体
的
に
検
討
さ
れ
「
未
だ
会
堂
を
有
せ
ず
（
中
略
）
多
額
の

家
賃
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
支
払
願
（
中
略
）
大
正
十
二
年
四
月
（
伝

道
開
始
満
十
五
年
）
を
期
し
五
力
年
計
画
似
て
会
堂
建
築
を
企
て
」

と
し
て
進
展
。
又
「
会
堂
建
築
の
為
四
、
三
〇
〇
円
を
得
た
る
を
以

て
適
当
な
地
と
し
て
建
設
の
計
画
あ
れ
ど
、
資
金
充
分
あ
ら
ざ
れ

ば
し
と
の
現
状
報
告
が
あ
り
、
更
に
「
土
地
購
入
：
今
圓
ラ
イ
フ

ス
ナ
イ
ダ
ー
博
士
の
入
力
に
依
り
、
現
幼
稚
園
所
在
地
な
る
二
〇

六
坪
の
地
所
購
入
（
中
略
）
近
き
将
来
に
煉
瓦
造
の
会
堂
を
設
立

し
て
こ
の
ニ
ネ
ベ
の
地
に
も
似
た
る
八
王
子
聖
化
せ
ん
こ
そ
吾
等

の
理
想
な
り
」
「
現
在
の
教
会
及
び
幼
稚
園
の
敷
地
は
、
大
正
九
年

ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
i
師
の
尽
力
に
よ
っ
て
購
入
決
定
さ
れ
た
」
と

の
事
で
現
在
地
が
与
え
ら
れ
た
。
教
会
建
築
の
形
態
は
「
十
字
架

の
形
を
し
た
教
会
」
「
鉄
筋
の
教
会
を
建
て
（
中
略
）
建
物
の
形
も

教
会
で
あ
る
事
を
示
す
た
め
に
十
字
架
の
形
に
し
た
。
第
二
次
大

戦
で
（
中
略
）
残
っ
た
も
の
は
こ
の
鉄
筋
の
教
会
側
面
だ
け
（
中

略
）
焼
け
野
原
に
は
っ
き
り
と
十
字
の
印
を
残
し
た
」
と
の
記
録

で
、
昭
和
2
年
頃
建
設
さ
れ
た
初
期
会
堂
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
平
家
建
平
面
形
は
ラ
テ
ン
ク
ロ
ス
で
前
面
澗
側
に
凸
部
分
あ
っ

た
。
断
面
は
十
字
交
差
部
分
上
部
吹
抜
で
明
か
り
窓
を
設
置
、
外

壁
交
差
部
分
三
方
に
切
妻
屋
根
、
縦
長
窓
。
そ
し
て
「
教
会
、
牧

師
館
、
会
館
は
す
べ
て
立
派
」
で
三
棟
が
敷
地
内
に
あ
っ
た
と
推

察
す
る
。

　
［
富
谷
璽
］
　
同
二
十
年
八
月
八
王
子
空
爆
に
よ
り
初
期
会
堂
は

基
礎
と
愚
輩
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
残
り
「
天
井
が
落
ち
（
中
略
）
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罹
災
の
日
か
ら
三
B
目
に
望
月
と
い
う
少
尉
が
ト
ラ
ッ
ク
に
木
材

を
積
ん
で
来
て
く
れ
て
一
日
で
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
く
れ
た
」
ま
た

「
小
さ
な
ト
タ
ン
屋
根
の
掘
っ
立
て
小
屋
」
と
の
記
録
に
よ
り
復
興

は
出
来
ず
、
同
二
十
一
年
に
は
中
学
校
車
庫
を
移
設
し
六
畳
間
と
し
、

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
頼
ら
な
い
で
会
堂
の
復
興
に
着
手
（
中
略
）

六
畳
を
礼
拝
の
場
に
し
」
と
の
記
録
か
ら
仮
会
堂
と
し
て
使
用
。

　
［
前
会
堂
（
図
一
）
］
　
会
堂
復
興
で
は
「
教
会
が
先
か
、
幼
稚
園

が
先
か
（
中
略
）
幼
稚
園
兼
教
会
が
設
計
さ
れ
ま
し
た
」
の
記
録

が
あ
り
、
同
二
十
五
年
一
月
に
は
、
鹿
島
組
を
訪
ね
て
、
会
堂
の

建
築
は
幼
稚
園
を
先
に
着
手
す
る
こ
と
に
変
更
す
る
や
も
」
と
具

体
的
に
進
展
し
、
三
月
「
主
教
に
会
い
八
王
子
の
教
会
の
復
興
に

つ
き
話
し
バ
ッ
ト
氏
に
も
紹
介
さ
れ
五
十
四
万
円
は
い
つ
で
も
渡

す
か
ら
」
と
の
事
で
、
園
舎
工
事
に
入
り
上
棟
武
蔵
完
成
し
、
園

児
募
集
を
実
施
し
て
前
会
堂
と
し
て
出
発
し
た
。
同
二
十
九
年
に

は
幼
稚
園
園
舎
を
増
築
し
た
。
建
物
は
木
造
平
家
切
妻
屋
根
で
、

内
部
は
木
造
梁
組
の
遊
戯
室
と
ス
テ
ー
ジ
（
講
壇
兼
用
）
保
育
室
、

玄
関
等
が
置
か
れ
た

　
［
現
会
堂
（
図
壌
）
］
　
復
興
に
は
困
難
が
あ
り
、
同
二
十
三
年

「
ホ
ー
リ
ネ
ス
の
金
井
氏
が
十
万
円
の
寄
付
を
兼
ね
て
米
国
か
ら

の
莫
大
な
寄
付
を
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
し
と
の
資
金
不
足
を
克

服
し
て
、
園
舎
兼
会
堂
を
使
用
し
な
が
ら
初
期
会
堂
復
興
へ
進
み
、

「
同
三
十
盛
年
五
月
十
九
日
初
期
会
堂
が
も
と
の
形
に
再
建
さ
れ

献
堂
武
が
行
わ
れ
た
篇
と
の
事
で
、
元
田
設
計
に
よ
る
初
期
会
堂

外
観
と
内
部
修
復
が
行
わ
れ
た
。
落
成
時
に
は
毎
日
新
聞
記
事
と

な
り
「
聖
公
会
入
王
子
復
活
教
会
が
落
成
（
中
略
）
礼
拝
堂
二
〇

〇
㎡
、
総
工
費
三
〇
〇
万
で
同
教
会
に
ゆ
か
り
の
深
い
英
国
聖
公

会
の
R
・
T
・
ハ
ン
マ
ー
氏
の
呼
び
掛
け
で
復
興
二
五
〇
万
円
が

英
国
か
ら
寄
付
」
　
又
「
新
し
く
屋
根
が
の
せ
ら
れ
昔
と
違
っ
た

色
に
塗
り
替
え
」
と
の
事
で
あ
っ
た
。
現
会
堂
は
壁
式
構
造
平
家

切
妻
屋
根
、
形
態
は
初
期
会
堂
の
側
壁
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
、
平

面
形
は
同
じ
で
あ
る
が
外
観
の
交
差
部
屋
根
上
の
十
字
架
や
玄
関

棟
意
匠
が
異
な
り
、
ま
た
内
部
で
は
三
角
形
断
面
の
天
井
と
そ
れ

を
支
え
る
木
造
聖
上
、
正
面
台
形
状
の
出
窓
等
は
元
田
の
デ
ザ
イ

ン
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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3

復
興
二
棟
の
特
徴
と
三
囲
稔
の
設
計
手
法
に
つ

い
て
（
図
1
。
2
）

　
　
　
3
・
肇
　
復
興
建
築
二
棟
の
特
徴

　
八
王
子
復
活
教
会
（
昭
和
三
十
八
）
と
既
報
仙
台
基
督
教
会
（
同

三
十
二
）
で
の
特
徴
は
、
前
者
は
罹
災
以
醜
形
態
に
、
後
者
で
は
制

約
さ
れ
な
い
で
新
築
的
で
あ
た
点
。
第
二
は
「
塔
」
の
存
在
で
、
八

王
子
復
活
教
会
で
は
交
差
部
方
形
燈
根
棟
に
竃
塔
と
し
十
宇
架
を

設
置
、
仙
台
教
会
で
は
独
立
塔
で
こ
の
違
い
も
特
徴
と
い
え
る
。
第

三
に
は
礼
拝
室
三
角
形
断
面
天
井
の
玉
藍
、
玄
関
壁
天
井
の
細
い
木

小
梁
の
使
用
は
二
棟
に
共
通
し
た
手
法
て
あ
り
草
葺
と
欝
え
る
。

　
　
　
3
・
2
　
復
興
建
築
2
棟
で
の
設
計
手
法

　
平
面
で
は
旧
形
態
維
持
と
新
形
態
の
提
案
と
い
う
手
法
を
用
い

こ
の
異
な
る
設
計
手
法
は
各
教
会
の
要
望
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

特
に
仙
台
教
会
で
は
戦
後
処
理
と
し
て
の
区
画
整
理
等
で
旧
位
置

で
は
不
都
合
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
恐
ら
く
新
築
工
事
と
し
て
捉
え

て
の
設
計
で
あ
り
、
八
王
子
教
会
で
は
旧
形
態
重
視
で
の
改
修
工

事
的
手
法
と
な
っ
た
。
「
塔
」
形
態
で
は
、
仙
台
教
会
で
の
教
会
位

置
を
明
確
に
す
る
高
い
独
立
塔
の
採
用
で
あ
っ
た
が
、
八
王
子
で

は
設
計
段
階
で
は
正
面
ペ
ジ
メ
ン
ト
棟
上
に
置
塔
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
実
施
で
は
十
字
ク
ロ
ス
方
形
屋
根
棟
上
に
小

さ
な
麗
塔
で
控
え
園
な
十
字
架
塔
の
表
現
を
示
し
て
い
る
。

　
一
7
6
田
の
意
図
す
る
デ
ザ
イ
ン
は
入
王
子
で
の
計
画
時
前
面
置
塔

形
態
で
あ
り
、
控
え
口
で
あ
っ
て
も
独
立
的
な
塔
と
し
た
が
っ
た

と
考
え
る
な
ら
ば
、
爾
デ
ザ
イ
ン
は
「
塔
」
に
固
執
す
る
姿
勢
の

あ
ら
わ
れ
と
憂
え
る
。
外
壁
や
内
部
構
成
で
は
、
同
三
十
年
代
の

建
築
技
術
と
材
料
に
よ
る
構
成
で
、
両
教
会
共
に
外
壁
モ
ル
タ
ル

仕
上
げ
冠
根
は
金
属
板
葺
、
又
内
部
で
は
天
井
を
高
く
す
る
為
に

三
角
形
断
面
の
羅
根
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
持
ち
上
げ
、
斜
梁
を
意
匠

的
に
用
い
る
点
は
元
闘
の
手
法
で
の
特
徴
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
元
田
が
関
与
し
た
罹
災
後
復
興
さ
れ
た
二
棟
で
の
教
会
建
築
と

し
て
の
設
計
手
法
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
改
修
と
新
築
そ
し
て

「
塔
」
表
現
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
特
に
入
王
子
で
は
、
外

壁
に
制
約
さ
れ
、
ま
た
高
い
十
字
交
差
部
分
の
空
闘
処
理
と
書
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
エ
　

デ
ザ
イ
ン
が
要
求
さ
れ
、
既
報
の
教
会
建
築
で
は
見
ら
れ
な
い
形

態
で
の
設
計
で
あ
っ
た
。
し
か
し
修
復
工
事
で
あ
っ
て
も
、
設
計
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者
と
し
て
の
個
性
を
ど
こ
か
に
表
現
し
た
い
と
の
願
望
が

の
演
出
に
な
っ
た
と
推
察
で
き
る
。

「
塔
」

註

（
註
1
）
　
9
3
～
9
8
年
度
田
本
建
築
学
会
大
会
梗
概
集
及
北
海
道
基
督

　
　
教
学
会
基
督
教
（
第
3
0
、
3
！
）
で
発
表

（
註
2
）
岡
基
督
教
学
第
3
3
号
参
照
（
9
8
）

（
註
3
V
「
日
本
聖
公
会
八
王
子
復
活
教
会
史
資
料
（
S
5
6
）
」
「
昭
和

　
　
　
期
回
想
の
八
王
子
復
活
教
会
（
S
6
3
ご
等
参
照

一32一


